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本年次報告書での評価指標の「年次」の取り扱い 

本年次報告書は、令和 6 年 3 月改定の「桑名・員弁広域環境基本計画」及び「２市２町環境アクシ
ョンプラン」に基づく、計画全体の評価指標及び 2 市 2 町の進捗管理指標を評価するものです。 

計画の改定は令和 4 年度、令和 5 年度に実施しており、各指標は令和 5 年度当時の最新年次のデー
タに基づくものとしています。本資料での各指標の年次を以下のように定義します。 

【策定時点実績】 計画策定時点で取得可能な実績データを表記 

【今回評価】   本年度時点で取得可能な最新年次の実績データを表記 

【前回評価】   今回評価に対して増減を評価するための前年度の実績データを表記 
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施策Ⅰ-１ 創エネ・省エネの促進 

取り組み① 再生可能エネルギー設備の導入を推進する  

指標❶ 公共施設への再エネ発電設備の設置施設数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

1 施設 施設数の増加を目指す 1 施設 1 施設 

取り組み状況 

 東員町では、令和 4 年度時点で町役場⻄庁舎に太陽光発電設備等を導⼊しています。 
 令和 6 年度の時点においても、当該 1 施設のみであり増えていません。 

指標❷ 太陽光発電設備導入補助の申請数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

0 件 申請数の増加を目指す 1 件 3 件 

取り組み状況 

 住⺠向けの太陽光発電設備の導⼊促進に向けて、令和 5 年度より新たに太陽光発電設備等設置補助の申
請を開始しました。 

 令和 6 年度については、広報誌、ホームページ等で周知啓発を行い、申請数は増加傾向にあります。 

 

 

取り組み② 創エネ・省エネにより脱炭素化を推進する  

指標❶ 公共施設での二酸化炭素排出量 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

2,436t-CO2 排出量の削減を目指す 2,392t-CO2 2,601t-CO2 

取り組み状況 

 東員町では、基準年度である令和元年度の二酸化炭素排出量 2,609ｔ-CO2 からの削減を進めています。 
 令和 5 年度の二酸化炭素排出量は 2,392ｔ-CO2 へ減少しています。 
 令和 6 年度の二酸化炭素排出量は 2,601ｔ-CO2 へ増加しました。電気使用量に起因する排出量が増加

しています。増加した要因について、電気使用量自体は令和 5 年度 4,925,327kWh から令和 6 年度
4,881,575kWh へと減少しているものの、二酸化炭素排出量計算用の排出係数を従来の係数から電気事
業者別排出係数へ変更したことにより、全体的に排出係数が上昇したためです。 

 

東員町 
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施策Ⅰ-２ 環境に配慮した行動への転換促進 
取り組み③ 環境にやさしい日常生活、経済活動への転換を促す  

指標❶ 町民・事業者向けの情報発信実施数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

2 回 実施数の増加を目指す 2 回 4 回 

取り組み状況 

 町広報誌「広報とういん」やホームページなどを通じて、市⺠・事業者向け情報発信を実施しています。
令和 4 年度は省エネ家電の導⼊促進等 2 回の情報発信を実施しました。 

 令和 6 年度は「東員町ゼロカーボン実現計画」を策定しており、当該計画に関するキックオフイベント
を町内の大規模商業施設において開催しています。 

 従来の省エネ家電導⼊促進等の情報発信に加えて、これに合わせた情報発信を複数回実施しています。 

 

 

取り組み④ 環境に配慮した交通体系への転換を促す  

指標❶ コミュニティバスの利用者数 政策課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

74,515 人 利用者数の増加を目指す 76,715 人 75,705 人 

取り組み状況 

 東員町では地域公共交通計画等に基づき、通勤・通学時間帯に適応した朝夕便２系統、昼間の活動に適
応した昼便 2 系統のオレンジバスを運行しています。 

 令和 6 年度については、年間の利用者数が令和 5 年度に比べて微減となっています。 
 利便性の高い運行の実現に向けて運行ルート、運行ダイヤの見直しを行う等の取り組みを実施してお

り、引き続き運行状況、利用状況を注視しながら、改善を図ります。 
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施策Ⅱ-１ 安心・快適な暮らしを支える環境の形成 

取り組み① 暮らしを取り巻く環境変化を監視し適切に対応する  

指標❶ 員弁川等の水質基準を達成した地点割合 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

100% 達成率 100％を目指す 100% 100% 

取り組み状況 

 町内を流れる員弁川（河川類型Ａ）で１地点、その他町内河川（河川類型分類なし）の９地点、計 1０
地点の水質調査を実施しました。 

 令和 6 年度についても継続的に調査を実施し、すべての地点で水質基準を達成しています。 

 

 

取り組み② 衛生的で自然災害の不安のない住環境を形成する  

指標❶ 公共下水道の普及率（人口割） 上下水道課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

99.3％ 普及率の増加を目指す 98.3％ 98.3％ 

取り組み状況 

 東員町下水道事業経営戦略等に基づき、下水道供用区域の拡大に向けた整備を進めています。 
 令和 4 年度の時点では人口に対する下水道普及率は 99.3％でした。 
 現時点で公共下水道の設置が可能な区域については整備が進んでいることから、令和 6 年度の時点でほ

ぼ横ばいの状況です。今後も継続的に下水道が機能するよう、老朽化対策等も含めて取り組んでいきま
す。 
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施策Ⅱ-２ ごみを適正に処理する仕組みの形成 
取り組み③ ごみとなるものを減らす  

指標❶ 町民１人 1 日あたりごみ排出量 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

702g/人・日※ 
（家庭系ごみ＋事業系ごみ） 

排出量の減少を目指す 673g/人・日 656g/人・日 

取り組み状況 

 東員町では家庭系ごみ、事業系ごみを含めた全ごみの町⺠１人１⽇あたりごみ排出量について、令和 4
年度時点で 702g/人・⽇となっています。 

 なお、令和 4 年度に改定した東員町一般廃棄物処理基本計画では、「家庭系ごみ」「事業系ごみ」それ
ぞれに数値目標を設定しています。 

指標❷ 生ごみ堆肥化容器設置補助の申請件数（年間） みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

22 件 補助件数の増加を目指す 23 件 24 件 

取り組み状況 

 東員町では、生ごみ堆肥化容器等設置補助制度によりコンポスト※用の容器の補助等を通じて、家庭か
らの生ごみの排出削減を行っています。 

 令和 6 年度についても当該補助制度を継続して実施しており、微増傾向が続いています。 
※コンポスト：家庭から出る生ごみ、落ち葉などの有機物を、微生物の働きを利用して発酵・分解させ、堆肥を作る仕組みや容器 

 

取り組み④ ごみを適正に処理する  

指標❶ 集団資源回収団体の登録数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

47 団体 団体数の維持を目指す 46 団体 45 団体 

取り組み状況 

 東員町では、ごみの減量とごみの再資源化、資源ごみ収集団体の育成を目的とし、資源ごみを収集する
団体に対して、助成金を交付しています。 

 令和 4 年度の時点で、自治会、子ども会など、合計 47 団体が登録していましたが、各団体の活動人員
の減少などにより団体数が減少傾向にあります。 

 引き続き、活動団体数の維持に向けた適切な支援を展開するとともに、団体の減少が地域の資源回収状
況に影響を及ぼさないよう、対策を講じていきます。 
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施策Ⅲ-１ 魅力的で質の高い自然環境の保全 

取り組み① 身近な「みどり・みず」の空間を創出する  

指標❶ 中部公園の来場者数 建設課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

125,340 人 来場者数の維持を目指す 125,660 人 105,177 人 

取り組み状況 

 中部公園では、より多くの町⺠が自然に触れ合い自然環境への意識に興味や関⼼を持ってもらうため、
マルシェなどの集客イベントを開催しています。 

 令和 6 年度についても、毎年開催されるマルシェ等の集客イベントが開催されており、自然に触れ合う
機会につながっています。 

指標❷ 町民１人あたり公園面積 建設課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

14.9 ㎡/人 １人当たり面積の維持を目指す 15.0 ㎡/人 15.0 ㎡/人 

取り組み状況 

 令和４年度の東員町の都市公園面積は 38.66ha であり、町⺠一人当たり公園面積は 14.9 ㎡/人となって
います。 

 令和 6 年度については、都市公園面積は変更なく 38.66ha であり、人口はわずかに減少しているため、
15.0 ㎡/人となっています。 

 

取り組み② 農地や林地を適正に保全する  

指標❶ 利用意向調査の実施数 産業課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

1 回/年 定期的な調査を目指す 1 回/年 1 回/年 

取り組み状況 

 東員町では耕作放棄地の利活用について、毎年地主への利活用意向調査を実施し、将来の耕作放棄地の
利活用の可能性や、地主への利活用意識の醸成に取り組んでいます。 

 令和 6 年度についても継続的に調査を実施しています。 

指標❷ 森林保全活動実績の情報発信数 産業課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

1 回 実施数の増加を目指す 1 回 1 回 

取り組み状況 

 三重県では企業と地域が連携して取り組む森林保全活動「企業の森」づくりに取り組んでおり、東員町
では町有林について地域貢献活動として森林整備を行っています。 

 令和 6 年度についても、継続的に森林整備を行っており、これに関する情報発信も引き続き実施してい
ます。 

東員町 
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施策Ⅲ-２ 人と生き物が共生する生態系の保全 

 

 
取り組み④ 人と生き物が共生できる環境をつくる  

指標❶ ＴＮＲ事業※による対応頭数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

21 匹 対応頭数の増加を目指す 19 匹 16 匹 

取り組み状況 

 東員町では、捨て猫等の野生化により野良猫が増えており、野良猫を捕獲し、避妊・去勢手術により地
域猫として適切に管理する TNR 活動に取り組んでいます。 

 将来的には全ての地域猫に適切な管理を行うことで、TNR 事業による頭数が減ることが求められます
が、多くの野良猫が存在している現時点では、対応頭数を増やしていくことが求められます。 

 令和６年度については、引き続き町による TNR 活動を継続するとともに、県による TNR 活動との連
携も含めて、町内の地域猫としての適切な管理に努めています。 

※TNR 事業：飼い主のいない猫の繁殖を防ぐために、野良猫を捕獲し、避妊・去勢手術をして再び捕獲した地域に戻す事業 
 

取り組み③ 在来の自然生態系を守り育む  

指標❶ 特定外来生物に関する情報発信件数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

0 件 件数の増加を目指す 0 件 1 件 

取り組み状況 

 三重県では在来生態系への影響や人的被害（ヒアリ等）が懸念される特定外来生物を中⼼に情報発信を
行っており、桑員地域の他市町ではそれぞれの地域への影響がある特定外来生物に対する啓発を行って
います。 

 令和６年度について、特定外来生物であるアライグマの目撃情報が報告されたことを受けてホームペー
ジで注意喚起をおこなっています。 

 なお、特定外来生物以外の野生鳥獣等の記事についても適宜情報発信を行っています。 
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施策Ⅳ-１ 環境学習の充実 

取り組み① 環境に関する情報をまとめ発信する  

指標❶ 環境関連情報、環境学習等の情報発信件数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

12 回/年 件数の増加を目指す 12 回/年 12 回/年 

取り組み状況 

 東員町では、桑名市、木曽岬町、東員町が連携して取り組む資源循環センター「リサイクルの森」から
の月１回の定期的な情報発信を受けて、町公式ホームページ等を活用して町⺠に発信しています。 

 令和 6 年度については、従来の情報発信を継続的に実施するとともに、東員町ゼロカーボン実現計画の
策定やキックオフイベント、クーリングシェルター※など、地球温暖化対策等に関する情報発信を強化
しています。 

※クーリングシェルター：危険な暑さから避難するために一般に開放される、市町村⻑が指定した施設 
 

 

取り組み② 環境学習が受けられる機会を増やす  

指標❶ 小中学校等の環境出前講座の実施回数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

3 回 実施数の増加を目指す 3 回 2 回 

取り組み状況 

 東員町では、町立の小学校 6 校、中学校 2 校に対して環境出前講座の募集を行っており、要請のあった
小学校、中学校に対して出前講座を開催しています。 

 出前講座では、資源ごみストックヤード等の見学会を中⼼に開催しており、令和４年度は町内の小学校
4 年生を対象に 3 回実施しました。 

 令和６年度については、要請のあった小学校への出前講座１回、ストックヤード見学会１回となってい
ます。 

 

東員町 



方針Ⅳ みんなでまもる パートナーシップの仕組みづくり 
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施策Ⅳ-２ 環境保全活動に参加しやすい環境づくり 

取り組み③ 住民・事業者・団体等の積極的活動を支援する  

指標❶ 美化清掃活動のごみ袋提供団体数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

24 団体 団体数の維持を目指す 24 団体 24 団体 

取り組み状況 

 東員町では、町内で美化清掃活動に取り組む団体に対して、各団体からの要請を受けてごみ袋の提供を
行っています。令和 6 年度にかけて、毎年 24 団体の申請に対応しています。 

指標❷ NPO 団体の生ごみ処理量 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

21.2t 処理量の維持を目指す 20.4t 20.2t 

取り組み状況 

 東員町では「NPO 法人生ごみリサイクル思考の会」を通して、生ごみ堆肥化を推進しています。 
 令和 5 年度から令和 6 年度にかけて、一般家庭から約 20t の生ごみを回収し、堆肥化を実施していま

す。 

 

 

取り組み④ 民間の力を発揮しやすい官民連携体制を構築する  

指標❶ 環境に関する包括協定の締結事業者・学校数 みらい環境課 

策定時（令和 4年度実績） 目指す方向性 令和 5 年度 実績 令和 6 年度 実績 

0 件 件数の増加を目指す 1 件 0 件 

取り組み状況 

 桑名市やいなべ市では、ゼロカーボンシティ実現に向けた包括連携協定の仕組みをつくり、多様な⺠間
団体と連携する体制を構築していますが、東員町ではこのような仕組みがなく、脱炭素化を軸とした官
⺠連携の体制の構築が難しい状況でした。 

 令和 5 年度は EV（電気自動車）充電インフラ導⼊事業者との協定を締結することができました。 
 引き続き、ゼロカーボンシティ実現に向けた官⺠連携体制の構築を進めていきます。 
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